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今月の歴女
西村慈子さん
関西花の寺に選ばれて
いる観心寺さん。４月
は桜がとてもキレイで
す。お参りするもよし、
レクリエーションするも
よし、気軽な気持ちで
近所の寺社に足を運ん
でみませんか。

昭和50年頃、観心寺の敷地内から、中国の唐から明
の時代にかけての銅銭34,750枚（重さ123㌔
㌘）が発見されました。これは、中世の日本
では、中国から大量の銅銭を輸入・流通
させていたこと、そして、観心寺の寺領
における経済活動が盛んであったことに
よると思われます。なお、くろまろ館では
観心寺出土の銅銭を常設展示しています。
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赤い南大門橋

観心寺バス停

◀至河内長野

至富田林

河内長野駅から南海バスに乗車、 「観心
寺」バス停下車▶午前９時～午後５時▶
入山料 大人300円、小中学生100円
※４月17・18日は700円（入山料込み）

星塚は弘法大師が厄除けの
ためにお祀りしたもの。７
つの塚を一巡するとその年
の厄が払われるそうです。

　

寺
社
建
築
に
は
、
平
安
時
代
に
日
本
で
発
達
し
た
和わ

様よ
う

、
鎌
倉
時
代
に
中

国
か
ら
新
た
に
伝
わ
っ
て
き
た
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
う

様よ
う

、
大だ

い
ぶ
つ
よ
う

仏
様
、
こ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
た

折せ
っ
ち
ゅ
う衷
様よ

う

な
ど
の
建
築
様
式
が
あ
り
ま
す
。
観
心
寺
金
堂
は
、
和
様
を
基
調
と

し
な
が
ら
も
、
細
部
に
禅
宗
様
や
大
仏
様
を
取
り
入
れ
た
、
折
衷
様
を
代
表

す
る
建
築
物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
建
物
は
、
南
北
朝
時
代
に

造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
、
戦
国
時
代
の
観
心
寺
の
様
子
を
描
い

た
と
考
え
ら
れ
る
「
観
心
寺
境
内
図
」
や
、
江
戸
時
代
の
「
河
内
名
所
図
会
」

に
も
描
か
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
注
目
を
集
め
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
観
心
寺
で
は
、
４
月
17
・
18
日
に
金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
国
宝

の
如
意
輪
観
音
坐
像
の
ご
開
帳
が
あ
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い

（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）。 今

月
か
ら
の
「
歴
女
が
ゆ
く
」
は
６
回
シ
リ
ー
ズ
で

市
内
の
文
化
財
建
造
物
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

文化財トリビア ❶ 大量に発見された渡来銭

ココが見どころ ZOOM UP!
建築様式の絶妙ミックス
窓のデザインや屋根を支える垂

たる

木
き

が平行に設置され
ている※のは和様の要素。一方で柱同士を繋

つな

いでい
る横方向の部材が柱を貫通している点や木

き

鼻
ばな

のデザ
インは禅宗様である。
※禅宗様では、中心から放射状に垂木が設置される。

←木鼻

↑垂木

＋

自分の干支から本
命星を確認！自分
の星塚は念を入れ
てお祈り…

金堂は中世を代表する
建造物の 1 つです。教
科書でも時々見ますね。

☆この広報紙は４万8300部作成し、１部あたりの単価は22 円です▷毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者＝㈱ダイコク（ 0120-603-912、土曜・日曜・祝日を除く）へ。
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